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清流通信　四万十川物語

　四万十川の源流域、中土佐町大野見
地区に、自然環境に配慮し皆に愛され
る米作りに取り組む「おおのみエコロ
ジーファーマーズ」というグループが
ある。大野見と言えば知る人ぞ知る優
良な米の産地であり、食味ランキング
で特Ａの米（基準米より特に優良なも
の）を産出する数少ない生産地である。
おおのみエコロジーファーマーズでは、
そんな大野見米の評価を高め、確立し、
消費者に選ばれる産地を作ること、ま
た、環境と調和した栽培や消費者との
交流、経営の安定など魅力ある稲作を
展開することで地域農業を次世代へ繋
げることを目的とし、50代～ 70代の
男女 6名で活動を続けている。
 　具体的な活動内容として、農薬や化
学肥料の使用を抑えた特別栽培の実施
の他、よろずＡＩの使用や水質調査が
挙げられる。

ⅰ）よろずＡＩの使用
　よろずＡＩとは、食品（納豆やヨー
グルトなど）を原料に作る環境浄化・
微生物資材である。もともとは” えひ
めＡＩ” として愛媛県で開発されたも
のであるが、開発者の熱い想いにより、
特許はとられず作り方が一般公開され

ている。そのおかげで、四万十でも「し
まんとＡＩ」「ミラクルやまちゃん」と
名前を変え、流域のあちらこちらで、
ぬめり取りや消臭効果を期待して活用
されている。
　おおのみエコロジーファーマーズで
は、稲を丈夫にすることと廃水を浄化
し川を保全することを目的によろずＡ
Ｉを利用している。土づくりの際に散
布すれば、微生物の発酵分解作用によ
り土壌が育てられ、稲の生育成長に直
接的あるいは間接的にプラスの効果が
見込まれる。いわゆる「ぼかし肥」の
ような役割だ。また、代掻きの際に利
用すれば、微生物の分解作用により廃
水を浄化することができる。
　目の届かないところで作られた化学
薬品よりも自分達で作ったよろずＡＩ
を積極的に使うことで、人体にも環境
にも負荷をかけない米作りを実現して
いる。

ⅱ）水質調査
　地元の小中学生や大学生、企業を対
象に水生生物の採取と透明度の測定に
よる調査を行っている。自分たちが口
に入れるお米がどんな水を吸って成長
しているのかを目で見て理解すること、

健康な田や川には多様な生物が住んで
いることを理解してもらいたいという
狙いがある。日々の保全活動のおかげ
もあり、水質階級は最高ランクのⅠ、
透明度は 12ｍという驚くような結果を
たたき出すこともあるそうだ。ちなみ
に、当財団でも流域の各地で同様の水
質調査を行っているが、平均すると水
質階級はⅡ、透明度は約 8ｍという結
果になることが多い。僅かな差のよう
に思うが、実はこの差を埋めることは
そんなに簡単なことではない。
　水質調査を通して、大野見米の評価
を高め、未来を担う子ども達にその良
さを知ってもらい、環境保全への意欲
感心を高めてもらうことができる。ま
た、子ども達が田や川で調査すること
を心待ちにし、存分に楽しんでくれる
ことが活動の支えにもなっている。

　
　おおのみエコロジーファーマーズで
は、他にもイベントで米の品評会を開
催したり、どぶろくを販売するなどし
て大野見米のＰＲを続けている。新米
のおいしい季節。ご自宅用に、ギフト
用に、四万十の清粒を手にとってみて
ほしい。

■風景を守り、次世代につなぐ米作り（中土佐町大野見）



■大野見米にはこれ！ご飯がすすむおかずレシピ
　（高知県立大学　ＣＯＭＥ★ＲＩＳＨ）

　高知県立大学健康栄養学
部で管理栄養士を目指す学
生達が、大野見米の普及の
ためにと立ち上がった。　
　2013 年 6月の田植え体験
に参加して以来、大野見米
を応援したいという気持ち
から” おかずレシピの研究”
に取り組んでいる。　
　しょうがや七面鳥、シイ
ラといった大野見また高知
の食材を使用しているだけ
でなく、カロリーや塩分含
有量等の計算も行われてお
り、おいしく健康に食べら
れるレシピとなっている。
研究されたレシピは助成金
を活用して冊子にまとめら
れており、現在第３弾まで

作成されている。また、イ
ベント時には大野見米の食
べ比べやおかずの試食、作
成したレシピ集の配布等も
行っている。
　授業の一環ではなくあく
まで自主的に関わってくれ
ているＣＯＭＥ★ＲＩＳＨ
の学生達。これからも彼女
たちの応援を続けていきた
い。

ＣＯ
ＭＥ★ＲＩＳＨ

【源流点ウォーキング】
四万十川の源流点を目指して全長 16kmのウォー
キングにチャレンジします。休憩所ではおいしい
ご飯と源流茶、満点の星大福なども用意。さぁ！
健脚自慢、集まれ！

日　時：平成 27年 11月 8日（日）
場　所：津野町船戸
参加費：3000 円（弁当・保険・おもてなし込）
〆　切：平成 27年 10月 27日（火）
申込・問い合わせ　
　　090-4472-8291（せいらんの里）

募   集

【四万十樵養成塾】
チェーンソー講習会を開催します。チェーンソー
を扱ってみたい方なら女性、未経験者どなたでも
大歓迎！座学・実技ともに基礎からじっくり学べ
ます。

日　時：平成 27年 12月 4日（金）から 6日（日）
場　所：津野町船戸せいらんの里
参加費：19,100 円（宿泊費込）
　　　　※通われる方、食事持参の方は宿泊費・
　　　　　食費不要。テキスト代 2571 円のみ。
〆　切：平成 27年 11月 18日（水）
申込・問い合わせ　0880-29-0200（四万十川財団）

浜の亀らラマンが撮影した写真と漢詩をコ
ラボした展示会が開催されます。一人でも
漢詩と漢詩写真に興味を持ってくれる人が
現れたら大成功。是非お立ち寄りください。

日　時：平成 27年 11月 1日から 17日
場　所：四万十市立中央公民館ロビー
入場料：無料

【溝渕幸三　漢詩写真展】

募   集

イベント
情    報

～情報募集～
清流通信で取り上げて欲しい内容や、イベ
ント・募集情報等がありましたら下記まで
ご連絡ください。よろしくお願い致します！
　office@shimanto.or.jp（清流通信担当）


